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(57)【要約】
【課題】接続される生体情報計測装置の生体への接続状
況に応じて適切な機能に自動的に切替える生体情報モニ
タを提供する。
【解決手段】生体情報モニタでは、手術中や集中治療中
などの計測モードであって、検出センサを一人の患者に
ある程度の長時間検出用接続して、一定期間、生体情報
を連続して（繰り返して）計測するモードであるモニタ
モードで連続計測中に、所定範囲以上の腕帯内の空気袋
の圧力変化が検出されると（Ｓ１０１でＹＥＳ）、腕帯
に対して意図的な操作がなされたものとして適した計測
モードが、回診や外来診療などの計測モードであって、
複数の患者に接続し替えて、各患者の生体情報を順次計
測するモードであるスポットチェックモードであると判
断され、自動的に、計測モードをモニタモードからスポ
ットチェックモードに切替えられる（Ｓ１０５）。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の計測モードを有する生体情報モニタであって、
　生体に装着し、前記生体から得られる情報を計測して前記情報を示す信号を出力する計
測手段と、
　前記計測手段からの信号に基づいて生体情報を取得する取得手段と、
　前記信号に基づいて計測モードを判断する判断手段と、
　前記判断手段での判断に基づいて、現在の計測モードを、判断された前記計測モードに
切替える切替手段とを備える、生体情報モニタ。
【請求項２】
　前記判断手段は、前記信号に基づいて前記計測手段の前記生体に対する装着状況の変化
があったことを検出し、前記検出内容に基づいて前記計測モードを判断する、請求項１に
記載の生体情報モニタ。
【請求項３】
　前記計測モードは、前記計測手段を同一の生体に対して装着して一定期間前記生体から
得られる生体情報を連続して繰り返し計測し、前記生体情報の変化を監視する第１の計測
モードと、前記計測手段で前記一定期間よりも短い時間間隔で生体に対して装着し直され
、断続的に装着された生体から得られる生体情報を所定回数計測する第２の計測モードと
を含み、
　前記判断手段は、現在の計測モードが前記第１の計測モードであるときに、前記検出内
容に基づいて前記計測モードを前記第２の計測モードと判断し、
　前記切替手段は、前記第１の計測モードを前記第２の計測モードに切替える、請求項２
に記載の生体情報モニタ。
【請求項４】
　前記計測モードは、前記計測手段を同一の生体に対して装着して一定期間前記生体から
得られる生体情報を連続して繰り返し計測し、前記生体情報の変化を監視する第１の計測
モードと、前記計測手段で前記一定期間よりも短い時間間隔で生体に対して装着し直され
、断続的に装着された生体から得られる生体情報を所定回数計測する第２の計測モードと
を含み、
　前記判断手段は、現在の計測モードが前記第２の計測モードであるときに、前記所定時
間内に前記検出がなされなかった場合に前記計測モードを前記第１の計測モードと判断し
、
　前記切替手段は、前記第２の計測モードを前記第１の計測モードに切替える、請求項２
または３に記載の生体情報モニタ。
【請求項５】
　前記判断手段は、前記信号に基づいて、前記取得手段で前記生体情報が取得された後か
ら所定時間内に前記計測手段の前記生体に対する装着状況の変化があったことを検出し、
前記検出内容に基づいて前記計測モードを判断する、請求項４に記載の生体情報モニタ。
【請求項６】
　前記取得手段で取得された前記生体情報を前記現在の計測モードに応じて記憶手段に格
納する格納手段をさらに備え、
　前記格納手段は、前記切替手段で現在の計測モードが前記第２の計測モードが前記第１
の計測モードに切替えられた場合に、前記第２の計測モードであった期間内に取得された
生体情報のうちの最後に取得された生体情報を、前記切替手段で切替えられた後の前記第
１の計測モードで取得された生体情報の最初の生体情報として前記記憶手段に格納する、
請求項４または５に記載の生体情報モニタ。
【請求項７】
　前記判断手段は、前記生体情報として血圧を計測する計測手段、酸素飽和度を計測する
計測手段、および体温を計測する計測手段とのうちの少なくとも１つの計測手段からの前
記信号に基づいて前記計測モードを判断する、請求項１～６のいずれかに記載の生体情報
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モニタ。
【請求項８】
　前記計測手段は、複数の種類の生体情報を計測するための複数の計測手段を含み、
　前記判断手段は、前記複数の計測手段のうち、前記現在の計測モードで計測されない生
体情報を計測するための計測手段からの前記信号に基づいて前記計測モードを判断する、
請求項１～６のいずれかに記載の生体情報モニタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は生体情報モニタに関し、特に、複数の機能を切替えて用いる生体情報モニタ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体情報モニタは、たとえば手術中や集中治療中の一人の患者にある程度の長時間接続
して、一定期間、血圧や酸素飽和度や心電や体温や呼吸などの生体情報を連続して計測し
、生体情報の変化を監視する装置である。
【０００３】
　生体情報モニタは、上述のように一人の患者の生体情報を一定期間継続して計測しその
変化を監視する他、回診や外来診療などにおいて、複数の患者に接続し替えて、各患者の
血圧等の生体情報を順次計測する、という用いられ方もできる。生体情報モニタの前者の
使い方をするための機能をモニタ機能と称し、後者の用い方をするための機能をスポット
チェック機能と称する。
【０００４】
　１台の生体情報モニタにモニタ機能とスポットチェック機能との両機能を搭載すること
ができる。この場合、生体情報モニタは、計測モードとして、モニタ機能を用いて一人の
患者の生体情報を一定期間継続して計測するモードであるモニタモードと、スポットチェ
ック機能を用いて複数の患者の各生体情報を順次計測するモードであるスポットチェック
モードとを有する。そのような生体情報モニタでは、必要に応じて、上記機能を切替える
ことで計測モードを切替えることができる。たとえば、特開２０００－６０８０５号公報
（特許文献１）には、個人用の携帯型心電計であって、スポット計測後に一定時間操作さ
れないと、自動的に連続計測モードに移行する生体情報計測装置が開示されている。
【特許文献１】特開２０００－６０８０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　生体情報モニタが複数の機能を有する場合、機能の切替えが重要になる。具体的に、機
能の切替えの重要性について説明する。
【０００６】
　上述のようにモニタ機能は一定期間継続して患者の生態情報を計測する機能である。一
方、スポットチェック機能は、一人の患者に対して１回、または所定の短い期間の生体情
報を計測し、複数の患者に切替えて計測する機能である。そのため、モニタ機能と誤って
スポットチェック機能に切替えられていた場合、切替え直後の生体情報の計測しか実行さ
れず、その後の生体情報の計測がなされない。また、モニタ機能には、継続して計測され
ている生体情報にしきい値以上の変化が生じたときに、その変化を医師等のオペレータに
通知するために、生理学的または技術的な警報を発生させる機能が含まれる。一方、スポ
ットチェック機能は、患者ごとに接続し替えて必要な生体情報を計測する機能であるため
、上述のような警報を発生させないようにしている場合が多い。そのため、モニタ機能と
誤ってスポットチェック機能に切替えられていた場合、患者の生体情報にしきい値以上の
変化が生じていたとしても、上述のような警報が発生しない。これらの結果、オペレータ
が患者の生体情報のしきい値以上の変化、つまり容態の変化に気付くのが遅れる場合があ
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る、という重大な問題が生じる。
【０００７】
　また、モニタ機能は検出用センサの計測部位への接触状態も監視しており、生体情報の
しきい値以上の変化として、検出用センサが計測部位から外れた場合にも上述の警報を発
する。一方、スポットチェックモードでは複数の患者に検出用センサが付け替えられて各
患者の生体情報が計測される。そのため、スポットチェック機能と誤ってモニタ機能に切
替えられていた場合、検出用センサを付け替えるごとに上述のような警報が発生し、使い
勝手が悪くなる、という問題も生じる。
【０００８】
　本発明はこのような問題に鑑みてなされたものであって、複数の機能を切替えて用いる
生体情報モニタであって、当該生体情報モニタに接続される生体情報計測装置の生体への
接続状況に応じて適切な機能に自動的に切替える生体情報モニタを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明のある局面に従うと、生体情報モニタは複数の計測
モードを有する生体情報モニタであって、生体に装着し、生体から得られる情報を計測し
て計測された情報を示す信号を出力する計測手段と、計測手段からの信号に基づいて生体
情報を取得する取得手段と、計測手段からの信号に基づいて計測モードを判断する判断手
段と、判断手段での判断に基づいて、現在の計測モードを、判断された計測モードに切替
える切替手段とを備える。
【００１０】
　好ましくは、判断手段は、計測手段からの信号に基づいて計測手段の生体に対する装着
状況の変化を検出し、検出内容に基づいて計測モードを判断する。
【００１１】
　より好ましくは、計測モードは、計測手段を同一の生体に対して装着して一定期間当該
生体から得られる生体情報を連続して繰り返し計測し、生体情報の変化を監視する第１の
計測モードと、計測手段で上記一定期間よりも短い時間間隔で生体に対して装着し直され
、断続的に装着された生体から得られる生体情報を所定回数計測する第２の計測モードと
を含み、判断手段は、現在の計測モードが第１の計測モードであるときに、検出内容に基
づいて計測モードを第２の計測モードと判断し、切替手段は、第１の計測モードを第２の
計測モードに切替える。
【００１２】
　好ましくは、計測モードは、計測手段を同一の生体に対して装着して一定期間当該生体
から得られる生体情報を連続して繰り返し計測し、生体情報の変化を監視する第１の計測
モードと、計測手段で上記一定期間よりも短い時間間隔で生体に対して装着し直され、断
続的に装着された生体から得られる生体情報を所定回数計測する第２の計測モードとを含
み、判断手段は、現在の計測モードが第２の計測モードであるときに、所定時間内に前記
検出がなされなかった場合に計測モードを第１の計測モードと判断し、切替手段は、第２
の計測モードを第１の計測モードに切替える。
【００１３】
　より好ましくは、判断手段は、計測手段からの信号に基づいて、取得手段で生体情報が
取得された後から所定時間内に計測手段の生体に対する装着状況の変化があったことを検
出し、検出内容に基づいて計測モードを判断する。
【００１４】
　より好ましくは、取得手段で取得された生体情報を現在の計測モードに応じて記憶手段
に格納する格納手段をさらに備え、格納手段は、切替手段で現在の計測モードが第２の計
測モードが第１の計測モードに切替えられた場合に、第２の計測モードであった期間内に
取得された生体情報のうちの最後に取得された生体情報を、切替手段で切替えられた後の
第１の計測モードで取得された生体情報の最初の生体情報として記憶手段に格納する。
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【００１５】
　好ましくは、判断手段は、生体情報として血圧を計測する計測手段、酸素飽和度を計測
する計測手段、および体温を計測する計測手段とのうちの少なくとも１つの計測手段から
の信号に基づいて計測モードを判断する。
【００１６】
　好ましくは、計測手段は、複数の種類の生体情報を計測するための複数の計測手段を含
み、判断手段は、複数の計測手段のうち、現在の計測モードで計測されない生体情報を計
測するための計測手段からの信号に基づいて計測モードを判断する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によると、モニタ機能で使用すべき患者に対して誤ってスポットチェック機能を
使用した場合でもモニタ機能へ自動的に切替えることができ、逆に、スポットチェック機
能で使用すべき患者に対して誤ってモニタ機能を使用した場合でもスポットチェック機能
へ自動的に切替えることができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、
同一の部品および構成要素には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じ
である。
【００１９】
　図１は、本発明の実施の形態にかかる生体情報モニタの概観の具体例を示す図である。
本実施の形態にかかる生体情報モニタ（以下、モニタと略する）１は、生体情報として、
血圧（最高血圧値および／または最低血圧値など）、酸素飽和度、心電（心電図）、体温
、および呼吸（呼気あるいは吸気中の二酸化炭素濃度等）を計測するものとする。
【００２０】
　図１を参照して、モニタ１には、生体情報としての心電を計測するための電極２、酸素
飽和度を計測するためのＳｐＯ２センサ３、体温を計測するための体温プローブ４、血圧
を計測するための腕帯５、および呼吸を計測するためのエアチューブ６が接続される。
【００２１】
　図２はモニタ１の構成の具体例を示すブロック図である。図２を参照して、モニタ１は
、操作ボタンなどを含む操作部１０と、生体情報計測部２０と、計測結果などを表示する
ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）を含む表示部４０と、警報報知部５０と、計測結果や
プログラム等を記憶する記憶部６０と、通信部７０と、電源部８０と、これらを制御する
制御部９０とを含んで構成される。
【００２２】
　制御部９０はＣＰＵ（Central Processing Unit）９１を含み、ＣＰＵ９１は操作部１
０から入力される操作信号に基づいて記憶部６０に記憶されているプログラムを読み出し
て実行し、それに伴って制御信号を生成して各部に出力することによって、全体を制御す
る。
【００２３】
　生体情報計測部２０は、さらに、腕帯５に接続されて腕帯５内の空気袋の圧力変化に基
づいて血圧を計測するための血圧計測部２１、ＳｐＯ２センサ３に接続されてＳｐＯ２セ
ンサ３からのセンサ信号に基づいて酸素飽和度を計測するための酸素飽和度計測部２２、
電極２に接続されて電極２間の電位差に基づいて心電を計測するための心電計測部２３、
体温プローブ４に接続されて体温プローブ４からの信号に基づいて体温を計測するための
体温計測部２４、およびエアチューブ６に接続されてエアチューブ６を介して得られる患
者の呼吸中の特定成分の濃度を計測するための呼吸計測部２５を含む。なお、これら計測
部の具体的な構成は、いずれも本発明において特定の構成に限定されず、すでに広く用い
られている構成を採用することができる。生体情報計測部２０は、制御部９０からの制御
信号に従って、上記計測部のうち指定された計測部において生体情報を計測し、計測結果
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を制御部９０に入力する。
【００２４】
　モニタ１は複数の計測モードを有する。複数の計測モードのうちの第１の計測モードと
しては具体的にモニタモードが挙げられ、第２の計測モードとしてはスポットチェックモ
ードが挙げられる。
【００２５】
　モニタモードは、先述のように、たとえば手術中や集中治療中などの計測モードであっ
て、生体情報計測部２０のうちの必要な計測部の検出センサを一人の患者にある程度の長
時間検出用接続して、一定期間、生体情報を連続して（繰り返して）計測するモードであ
る。モニタモードにおいては、制御部９０は、生体情報計測部２０に含まれる各計測部の
うち、当該モードで用いると設定されている計測部の機能を有効とする。具体的には、心
電および呼吸はモニタモードのみで計測し、スポットチェックモードでは計測しないと設
定されているものとする。そして、当該計測部から計測結果を取得し、ＣＰＵ９１がモニ
タモード用のプログラムを実行して所定のしきい値以上の変化が生じたことを検出し、そ
れに応じて警報報知部５０に警報を発生させるための制御信号を出力する。また、必要に
応じて、計測結果を記憶部６０に記憶させる。
【００２６】
　スポットチェックモードは、先述のように、たとえば回診や外来診療などの計測モード
であって、複数の患者に接続し替えて、各患者の生体情報を順次計測するモードである。
言い換えると、上述の一定期間よりも短い時間間隔で、断続的に、生体情報を計測するモ
ードである。スポットチェックモードにおいては、制御部９０は、生体情報計測部２０に
含まれる各計測部のうち、当該モードで用いると設定されている、または操作信号によっ
て指定された計測部の機能を有効とする。そして、当該計測部から計測結果を取得し、Ｃ
ＰＵ９１がスポットチェックモード用のプログラムを実行して所定の処理を行なって、表
示部４０に対して当該計測結果を表示させるための制御信号を出力する。また、必要に応
じて、計測結果を記憶部６０に記憶させる。
【００２７】
　さらに、制御部９０は、判断部９２および切替部９３を含む。これら機能は、ＣＰＵ９
１が所定のプログラムを読み出して実行することによって実現される機能である。判断部
９２は計測部からの計測結果を用いて後述する処理を行なって計測モードを決定し、切替
部９３は当該計測モードとなるように自動的に計測モードを切替える。計測モードの切替
の具体的な内容は、生体情報計測部２０に含まれる各計測部のうち、当該モードで用いる
計測部の機能を有効としたり、当該モードで実行するプログラムを読み出したりすること
が挙げられる。各モードにおいて用いる計測部の機能やプログラムなどの、当該計測モー
ドを起動するモードとするために必要な情報は予め記憶部６０に記憶されており、切替部
９３は、判断部９２において後述する処理によって起動する計測モードが決定されると、
その計測モードに必要な情報を記憶部６０から読込んで、当該計測モードを起動させる。
【００２８】
　［第１の実施の形態］
　図３は、第１の実施の形態での処理の具体例を示すフローチャートである。図３のフロ
ーチャートは、ＣＰＵ９１が所定のプログラムを読み出して実行し、図２に示される各機
能を発揮させることによって実現される。第１の実施の形態では、判断部９２は、モニタ
１がモニタモードで計測中において、各計測部からの信号に基づいて、計測部に対する意
図的な操作がなされたことを検出することで、自動的にスポットチェックモードに切替え
ると判断する。
【００２９】
　具体的に、図３を参照して、判断部９２はモニタモードでの連続した生体情報の計測中
において、血圧計測部２１から入力される腕帯５内の空気袋（カフ）の圧力変化を示す信
号より、モニタモード開始時以外のタイミングで所定範囲以上の圧力変化があるか否かを
監視する。モニタ１では血圧計測終了時であっても空気袋内の空気を完全に排気せずに空
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気袋に一定の空気を残し、ＣＰＵ９１は、一定時間その内圧を監視する。所定範囲以上の
腕帯５内の空気袋の圧力変化を検出すると（ステップＳ１０１でＹＥＳ）、腕帯５の患者
への装着状況に変化があった、すなわち腕帯５に対して意図的な操作がなされたものとし
て、判断部９２は適した計測モードがスポットチェックモードであると判断し、切替部９
３に対して、計測モードをモニタモードからスポットチェックモードに切替えるための制
御信号を出力する（ステップＳ１０５）。腕帯５内の空気袋の圧力変化が所定範囲内であ
る場合には（ステップＳ１０１でＮＯ）、腕帯５の患者への装着状況に変化がない、すな
わち腕帯５に対する意図的な操作は検出されていないものとして、判断部９２は適した計
測モードの判断を行なわない。その結果、切替部９３に対して上述の制御信号は出力され
ず、計測モードとしてモニタモードが維持される（ステップＳ１０７）。
【００３０】
　判断部９２で上述の処理が行なわれることで、モニタモードでの計測中に、たとえば腕
帯５を巻き直すなどの、所定の計測部に対して意図的な操作がなされたことが検出された
場合に、自動的に計測モードがモニタモードからスポットチェックモードに切替わる。こ
れは、先述のように、スポットチェックモードが複数の患者に接続し替えて、各患者の生
体情報を順次計測するモードであり、計測のたびに、腕帯５などの計測のための装置を計
測対象の患者に対して装着し直すことを利用したものである。モニタ１で上のような動作
がなされることで、本来、計測モードをスポットチェックモードとすべきところをモニタ
モードとして計測を行なった場合に、自動的に適切な計測モードであるスポットチェック
モードに切替えられる。
【００３１】
　なお、図４に示されるように、好ましくは、上記ステップＳ１０５で切替部９３で計測
モードが切替えられるよりも以前に、判断部９２において計測モードの切替が判断される
と、その旨を警告報知部５０や表示部４０にて報知するために、判断部９２からそれらに
対して制御信号が出力される。これにより、警告報知部５０や表示部４０にて計測モード
が切替わることが報知される（ステップＳ１０３）。より好ましくは、ステップＳ１０３
での報知の際、切替の可否についての操作を操作者に対して促す。そして、操作部１０な
どで切替を承認する操作がなされたことによる操作信号が入力されると（ステップＳ１０
４でＹＥＳ）、上記ステップＳ１０５での処理がなされる。ステップＳ１０３，Ｓ１０４
のような処理がさらに行なわれることで、モニタモードでの計測の継続を確保することが
できる。
【００３２】
　なお、上の例でモニタ１は、生体情報としての血圧を計測するための腕帯５内の空気袋
の内圧変化に基づいて、腕帯５の患者への装着状況の変化、つまり巻き直しなどの意図的
な操作がなされたことを検出してモニタモードをスポットチェックモードに切替えている
が、同様に、他の生体情報の計測部に対する意図的な操作を検出して計測モードの切替え
を判断することもできる。そこで、第１の変形例として酸素飽和度を計測するためのＳｐ
Ｏ２センサ３に対する意図的な操作、第２の変形例として体温を計測するための体温計測
部２４に対する意図的な操作を検出して計測モードの切替を判断する場合の例を挙げて説
明する。
【００３３】
　［変形例１］
　図５はＳｐＯ２センサ３を用いて酸素飽和度を計測する際のＳｐＯ２センサ３の用い方
を説明するための図である。図５（Ａ），（Ｂ）に示されるように、ＳｐＯ２センサ３に
はグリップ部分が備えられて、図５（Ａ）はグリップ部分を閉塞した状態、図５（Ｂ）は
グリップ部分を開放した状態を示している。酸素飽和度を計測する際には、図５（Ａ）の
グリップ部分が閉塞された状態から図５（Ｂ）のように開放した状態とし、グリップ部分
でたとえば指先を挟むことで、グリップ部分内に設けられている図示されていない透過光
センサで得られる投射光の透過率から血中の酸素飽和度が得られる。
【００３４】
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　ＳｐＯ２センサ３にはさらに、グリップ部分の開閉を検出するための機構が備えられる
。グリップ部分の開閉を検出するための機構としては、具体的には、図５（Ａ）に示され
ているようなグリップ部分の反対側に設けられる開閉センサ３１が挙げられる。図５（Ｂ
）のようにグリップ部分が開放されると開閉センサ３１が物理的に押下される、または反
対側に設けられた電極と接することで通電する、などによってグリップ部分が開放された
ことを示す信号を出力する。酸素飽和度計測部２２はかかる信号を受信すると制御部９０
に入力する。判断部９２は入力された上記信号に基づいてＳｐＯ２センサ３に対する意図
的な操作、つまりＳｐＯ２センサ３を患者に装着する操作がなされたことを検出し、図３
または図４に示された動作と同様にして適切な計測モードを判断する。
【００３５】
　図６は、第１の変形例における処理の具体例を示すフローチャートである。第１の変形
例では、判断部９２はモニタモードでの連続した生体情報の計測中において、酸素飽和度
計測部２２から入力される上述の信号より、モニタモード開始時以外のタイミングでＳｐ
Ｏ２センサ３の上述のグリップ部分を開放する操作がなされたか否かを監視する。ＳｐＯ
２センサ３のグリップ部分を開放する操作がなされたことを検出すると（ステップＳ２０
１でＹＥＳ）、ＳｐＯ２センサ３を装着し直す意図的な操作がなされたものとして、判断
部９２は適した計測モードがスポットチェックモードであると判断し、切替部９３に対し
て、計測モードをモニタモードからスポットチェックモードに切替えるための制御信号を
出力する（ステップＳ１０５）。ＳｐＯ２センサ３のグリップ部分を開放する操作がなさ
れたことが検出されない場合には（ステップＳ２０１でＮＯ）、ＳｐＯ２センサ３に対す
る意図的な操作は検出されていないものとして、判断部９２は適した計測モードの判断を
行なわない。その結果、切替部９３に対して上述の制御信号は出力されず、計測モードと
してモニタモードが維持される（ステップＳ１０７）。
【００３６】
　なお、計測モードの切り替えが判断された場合には、第１の実施の形態と同様に、図４
に示されるような、その旨の報知がなされ、切替を承認する操作に従って計測モードを切
替えるようにしてもよい。
【００３７】
　［変形例２］
　体温計測部２４で生体情報として体温を計測する際には、計測に先立って初期化操作を
行なう必要がある。体温計測部２４は初期化操作を受付けると、初期化信号を制御部９０
に入力する。判断部９２は入力された上記信号に基づいて初期化操作、つまり体温計測部
２４で新たに体温計測を行なうために操作がなされたことを検出し、図３または図４に示
された動作と同様にして適切な計測モードを判断する。
【００３８】
　図７は、第２の変形例における処理の具体例を示すフローチャートである。第２の変形
例では、判断部９２はモニタモードでの連続した生体情報の計測中において、体温計測部
２４から入力される上述の信号より、モニタモード開始時以外のタイミングで体温計測部
２４に対して初期化操作がなされたか否かを監視する。体温計測部２４に対して初期化操
作がなされたことを検出すると（ステップＳ３０１でＹＥＳ）、体温計測部２４で新たに
体温計測を行なうために操作がなされたものとして、判断部９２は適した計測モードがス
ポットチェックモードであると判断し、切替部９３に対して、計測モードをモニタモード
からスポットチェックモードに切替えるための制御信号を出力する（ステップＳ１０５）
。体温計測部２４に対して初期化操作がなされたことが検出されない場合には（ステップ
Ｓ３０１でＮＯ）、体温計測部２４に対する意図的な操作は検出されていないものとして
、判断部９２は適した計測モードの判断を行なわない。その結果、切替部９３に対して上
述の制御信号は出力されず、計測モードとしてモニタモードが維持される（ステップＳ１
０７）。
【００３９】
　なお、計測モードの切り替えが判断された場合には、第１の実施の形態と同様に、図４
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に示されるような、その旨の報知がなされ、切替を承認する操作に従って計測モードを切
替えるようにしてもよい。
【００４０】
　以上の処理によって、モニタ１では、腕帯５に対する意図的な操作に限定されず、他の
計測部に対する意図的な操作を検出することで最適な計測モードを判断し、計測モードを
切替えることができる。さらに、これらの処理を組み合わせて、少なくとも１つの計測部
において意図的な操作がなされたことが検出された際に、計測モードを切替えるようにし
てもよい。このようにすることで、より適した計測モードとすることができる。
【００４１】
　［第２の実施の形態］
　図８は、第２の実施の形態での処理の具体例を示すフローチャートである。図８のフロ
ーチャートは、ＣＰＵ９１が所定のプログラムを読み出して実行し、図２に示される各機
能を発揮させることによって実現される。第２の実施の形態では、判断部９２は、モニタ
１がスポットチェックモードで動作中において、所定時間における各計測部からの信号に
基づいて、所定時間内に計測部に対する意図的な操作がなされたことを検出しない場合に
、自動的にモニタモードに切替えると判断する。
【００４２】
　具体的に、図８を参照して、判断部９２はスポットチェックモードでの動作中において
、血圧計測部２１から入力される腕帯５内の空気袋（カフ）の圧力変化を示す信号より、
所定範囲以上の圧力変化があるか否かを監視する。所定範囲以上の圧力変化が検出されな
いまま所定時間が経過すると（ステップＳ４０１でＮＯ、かつＳ４０５でＹＥＳ）、判断
部９２は適した計測モードがモニタモードであると判断し、切替部９３に対して、計測モ
ードをスポットチェックモードからモニタモードに切替えるための制御信号を出力する（
ステップＳ４０７）。上記所定時間は、直前の血圧の計測から設定された時間Ｔが該当す
る。時間Ｔは予め設定されているものであってもよいし、後から設定、または変更が可能
であってもよい。
【００４３】
　所定範囲以上の腕帯５内の空気袋の圧力変化が検出されると（ステップＳ４０１でＹＥ
Ｓ）、腕帯５に対して意図的な操作がなされた、つまりスポットチェックモードにおいて
、次の患者に対して血圧計測を行なうために腕帯５を巻き直す操作がなされたものとして
、判断部９２は適した計測モードの判断を行なわない。その結果、切替部９３に対して上
述の制御信号は出力されず、計測モードとしてスポットチェックモードが維持される（ス
テップＳ４０３）。
【００４４】
　判断部９２で上述の処理が行なわれることで、スポットチェックモードでの動作中に、
たとえば腕帯５を巻き直すなどの、所定の計測部に対して意図的な操作が所定時間の間な
されていないと検出された場合には、自動的に計測モードがスポットチェックモードから
モニタモードに切替わる。モニタ１で上のような動作がなされることで、本来、計測モー
ドをモニタモードとすべきところをスポットチェックモードとして計測を行なった場合に
、自動的に適切な計測モードであるモニタモードに切替えられる。その結果、モニタモー
ドでは患者の生体情報にしきい値以上の変化が生じた場合、警報が発生し、オペレータが
患者の生体情報のしきい値以上の変化、つまり容態の変化に気付くのが遅れる、などとい
う重大な事態を避けることができる。
【００４５】
　なお、第２の実施の形態においても、第１の実施の形態と同様に、腕帯５に対する意図
的な操作に限定されず、ＳｐＯ２センサ３や体温計測部２４などの、他の計測部に対する
意図的な操作を検出することで最適な計測モードを判断して計測モードを切替えてもよい
。さらには、これらを組合せ、複数の計測部に対して意図的な操作がなされたか否かを監
視して、少なくとも１つの計測部に対して意図的な操作を検出することで最適な計測モー
ドを判断して計測モードを切替えるようにしてもよい。



(10) JP 2010-104430 A 2010.5.13

10

20

30

40

50

【００４６】
　モニタ１では、スポットチェックモードにおいて計測された生体情報は、図９に示され
るように、計測された時点で患者に関する情報や計測時に関する情報などの所定の情報と
関連付けて、記憶部６０の所定領域に記憶される。または、少なくとも最新の１つの計測
値のみが記憶されているようにしてもよい。モニタモードにおいては、計測対象の患者ご
とに、連続して計測される生体情報が順次記憶されていく。なお、これら各計測モードで
計測された生体情報は異なる記憶領域に記憶されてもよいし、同じ記憶領域に記憶されて
もよい。このように、モニタ１では、いずれの計測モードにおいても計測された生体情報
は記憶部６０の所定領域に記憶されるが、その記憶方法が異なっている。そのため、上述
のようにして計測モードが切替えられた際には、記憶部６０への記憶方法も切替える必要
がある。そこで、第２の実施の形態の処理の上記ステップＳ４０７では、好ましくは、図
１０に示されるメモリ処理を含んだ切替処理が行なわれる。
【００４７】
　図１０を参照して、上記ステップＳ４０５で、所定範囲以上の腕帯５内の空気袋の圧力
変化が検出されないまま最終の血圧測定から設定された時間Ｔが経過したことが検出され
ると（ステップＳ４０５でＹＥＳ）、その時点で各計測部は、各生体情報を計測し、制御
部９０は得られた生体情報を一時的な記憶領域に記憶させる（ステップＳ５０１）。ここ
で記憶される記憶領域は、記憶部６０内であって、各計測モードで計測された生体情報が
記憶される領域とは異なる領域であるものとする。
【００４８】
　ステップＳ５０１で各生体情報が計測された後に判断部９２は切替部９３に対して計測
モードを切替えるための制御信号を生成して出力し、計測モードをスポットチェックモー
ドからモニタモードに切替える（ステップＳ５０３）。各計測部は、モニタモードでの生
体情報の計測を開始し、制御部９０は、得られた生体情報を、モニタモードでの生体情報
を記憶させる領域に記憶させる（ステップＳ５０５）。ステップＳ５０５で制御部９０は
、モニタモードで計測される最初の生体情報として、ステップＳ５０１でスポットチェッ
クモードとして最後に計測されて記憶された生体情報を当該領域に記憶させる。つまり、
制御部９０は、一時的な記憶領域に記憶されている生体情報を、当該記憶領域から計測モ
ードで計測された生体情報を記憶させる領域に移す。なお、その際、一時的な記憶領域に
記憶されている各生体情報のうち、血圧値は移動させる対象に含めず、その他の生体情報
のみ移動させてもよい。すなわち、スポットチェックモードとして最後に計測された生体
情報のうち、血圧値以外の生体情報のみをモニタモードで最初に計測される生体情報とし
てもよい。
【００４９】
　その後、たとえば所定のボタンが押下されるなどの、モニタモードでの計測中に先のス
ポットチェックモードでの最終状態の確認を指示する操作がなされた場合（ステップＳ５
０７でＹＥＳ）、制御部９０は、上述の一時的な記憶領域からステップＳ５０１で記憶さ
れた生体情報を読み出し、モニタモードに切替わる前のスポットチェックモードでそれら
の値を提示する画面を表示させるよう制御信号を生成し、表示部４０に対して出力する（
ステップＳ５０９）。これにより、表示部４０のモニタモードでの表示画面が先のスポッ
トチェックモードでの最終状態の表示画面に切替わる。
【００５０】
　上記ステップＳ４０７で以上のメモリ処理を含んだ切替処理が行なわれることで、計測
モードが切替えられた場合であっても、各計測モードでの生体情報の記憶の欠落を抑える
ことができる。特に、モニタモードでは、計測対象の患者から連続して得られる生体情報
の変化が診断にとって重要な情報となる場合があるため、記憶の欠如をできるだけ抑える
ことが重要である。第２の実施の形態においては上述の処理がなされてスポットチェック
モードからモニタモードに自動的に切替えられるものではあるが、モニタモードに切替わ
る直前のスポットチェックモードで計測された生体情報は、本来、モニタモードで計測さ
れるべき生体情報である可能性がある。つまり、モニタモードでの最初の計測値である可
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能性がある。上の処理が行なわれることで、モニタモードに切替わった際に、切替時の生
体情報をモニタモードの最初の計測値として記憶させ、欠落なくモニタモードでの生体情
報を記憶させることができる。これにより、診断に有用な生体情報の計測を可能とする。
【００５１】
　［第３の実施の形態］
　図１１は、第３の実施の形態での処理の具体例を示すフローチャートである。図１１の
フローチャートは、ＣＰＵ９１が所定のプログラムを読み出して実行し、図２に示される
各機能を発揮させることによって実現される。第１の実施の形態および第２の実施の形態
は、計測部に対する意図的な操作の有無に応じて適した計測モードを判断して切替える構
成であったが、第３の実施の形態では、一方の計測モードでのみ用いられる計測部からの
信号の入力の有無に応じて適した計測モードを判断して切替える。ここで、モニタモード
では生体情報として血圧、酸素飽和度、心電、体温、および呼吸が計測され、スポットチ
ェックモードでは血圧、酸素飽和度、および体温が計測される。つまり、スポットチェッ
クモードでは心電および呼吸が計測されず、これら生体情報はモニタモードのみで計測さ
れる。そこで、第３の実施の形態で判断部９２は、スポットチェックモードで動作中にお
いて心電計測部２３または呼吸計測部２５から計測値を示す信号の入力を検出することで
、自動的にモニタモードに切替えると判断する。なお、各計測モードで計測される生体情
報は予め設定されているものであってもよいし、オペレータ等が任意に設定可能であって
もよい。いずれの場合であっても、各計測モードで計測される生体情報の種類は予め制御
部９０に記憶されており、制御部９０では、その記憶に基づいて、一方の計測モードで動
作中に他方の計測モードに特有の生体情報を示す信号が入力されたことを検出することが
できる。
【００５２】
　具体的に、図１１を参照して、判断部９２はスポットチェックモードでの動作中におい
て各計測部から制御部９０への信号の入力を監視し、心電計測部２３または呼吸計測部２
５から計測値を示す信号が入力されたことが検出された場合には（ステップＳ６０１でＹ
ＥＳ）、モニタモードのみで計測される生体情報が計測されているとして、判断部９２は
適した計測モードがモニタモードであると判断し、切替部９３に対して、計測モードをス
ポットチェックモードからモニタモードに切替えるための制御信号を出力する（ステップ
Ｓ６０３）。心電計測部２３および呼吸計測部２５のいずれからも計測値を示す信号が入
力されていない場合には（ステップＳ６０１でＮＯ）、判断部９２は適した計測モードの
判断を行なわない。その結果、切替部９３に対して上述の制御信号は出力されず、計測モ
ードとしてスポットチェックモードが維持される（ステップＳ６０５）。
【００５３】
　判断部９２で上述の処理が行なわれることで、スポットチェックモードでの動作中に、
モニタモード特有の生体情報の計測結果が入力された場合には、自動的に計測モードがス
ポットチェックモードからモニタモードに切替わる。モニタ１で上のような動作がなされ
ることで、本来、計測モードをモニタモードとすべきところをスポットチェックモードと
して計測を行なった場合に、自動的に適切な計測モードであるモニタモードに切替えられ
る。その結果、モニタモードでは患者の生体情報にしきい値以上の変化が生じた場合、警
報が発生し、オペレータが患者の生体情報のしきい値以上の変化、つまり容態の変化に気
付くのが遅れる、などという重大な事態を避けることができる。
【００５４】
　さらに、第３の実施の形態においても、上記ステップＳ６０３での計測モードの切替時
に、第２の実施の形態で説明されたような、メモリ処理を含んだ切替処理が行なわれるこ
とが好ましい。
【００５５】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
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【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】実施の形態にかかる生体情報モニタ（以下、モニタと略する）の概観の具体例を
示す図である。
【図２】実施の形態にかかるモニタの構成の具体例を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態での処理の具体例を示すフローチャートである。
【図４】第１の実施の形態での処理の他の具体例を示すフローチャートである。
【図５】ＳｐＯ２センサを用いて酸素飽和度を計測する際のＳｐＯ２センサの用い方を説
明するための図である。
【図６】第１の実施の形態の第１の変形例における処理の具体例を示すフローチャートで
ある。
【図７】第１の実施の形態の第２の変形例における処理の具体例を示すフローチャートで
ある。
【図８】第２の実施の形態での処理の具体例を示すフローチャートである。
【図９】計測される生体情報の記憶方法を説明する図である。
【図１０】第２の実施の形態での処理におけるモニタモードへの切替処理の具体例を示す
フローチャートである。
【図１１】第３の実施の形態での処理の具体例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５７】
　１　モニタ、２　電極、３　ＳｐＯ２センサ、４　体温プローブ、５　腕帯、６　エア
チューブ、１０　操作部、２０　生体情報計測部、２１　血圧計測部、２２　酸素飽和度
計測部、２３　心電計測部、２４　体温計測部、２５　呼吸計測部、３１　開閉センサ、
４０　表示部、５０　警報報知部、６０　記憶部、７０　通信部、８０　電源部、９０　
制御部、９１　ＣＰＵ、９２　判断部、９３　切替部。
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